
市  政  を  質
た だ

  す  ！

一 般 質 問

毎
年
実
施
し
て
い
る
組
成
分
析
調
査
実

績
デ
ー
タ
か
ら
、
課
題
解
決
に
向
け
て

ど
の
よ
う
に
対
処
対
応
し
て
い
く
の
か

伺
う
。

土
俵
も
含
め
た
一
体
化
の
整
備
は
。

長
く
武
道
競
技
で
使
え
る
機
能
は
。

令
和
４
年
度
は
、
生
ご
み
は
39

・
８
％
、

紙
類
が
11

・
２
％
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
10

・
９
％
と
な
っ
た
。

分
別
収
集
し
て
い
る
紙
類
と
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
の
混
入
率
が
下
が
っ
て
い
る

た
め
、
さ
ら
な
る
生
ご
み
の
削
減
や
、

紙
類
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
を
推

進
し
て
い
く
。
そ
の
中
で
減
量
効
果
が

最
も
高
い
も
の
は
、
生
ご
み
の
削
減
で

あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
水

切
り
、
食
べ
切
り
、
使
い
切
り
の
「
３

き
り
」
に
よ
る
生
ご
み
の
発
生
抑
制
と

と
も
に
、
生
ご
み
処
理
容
器
の
モ
ニ

タ
ー
事
業
や
、「
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
」

設
置
補
助
な
ど
に
よ
る
生
ご
み
の
減
量

対
策
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
き
た
い
。

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
は
、
ご
み
出
し
な
ど

家
事
の
負
担
の
軽
減
と
生
ご
み
の
減
量

効
果
が
あ
り
、
庭
や
軒
下
に
キ
エ
ー
ロ

な
ど
が
置
け
な
い
ご
家
庭
で
も
生
ご
み

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
令
和

新
た
な
施
設
を
作
る
場
所
が
、
今
の
焼

津
体
育
館
向
か
い
側
に
あ
る
中
央
広
場

と
な
る
。
相
撲
場
と
は
道
路
を
挟
む
が
、

一
体
的
利
用
に
つ
い
て
は
、
景
観
を
重

視
し
た
設
計
を
組
ん
で
い
く
。

今
の
焼
津
体
育
館
の
機
能
を
引
き
継
ぐ

形
を
基
本
と
し
、
武
道
も
そ
の
ほ
か
の

競
技
で
も
、
多
様
な
使
い
方
が
で
き
る

よ
う
な
施
設
を
目
指
し
て
い
る
。

２月定例会では、９議員が一般質問を行いました！

　６～８ページまでの代表質問では、各会派の代表議員が総括質問をしたのに対

して、一般質問は議員個人が市の執行機関に対して、市の事務の執行状況や今後

の方針などについて質問を行います。

スマートフォンやタブレットをお持ちの方は、右記２次元コードから

もアクセスできるほか、各議員の顔写真下に掲載された２次元コード

から直接、議員の映像配信をご覧いただけます。

一
層
の
ご
み
減
量
化
に
向
け
て

課
題
と
解
決
に
対
す
る
壁
へ
の
対
応

村
むら　まつ　ゆき　まさ

松 幸 昌
（凌雲の会）

焼
津
体
育
館
再
整
備
の
設
計

５
年
度
か
ら
新
た
に
補
助
対
象
と
し
た
。

生ごみ処理の基本「３きり」

（焼津市ホームページで紹介）
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人
口
動
態
の
傾
向
を
伺
う
。

①
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、
②
第
二
の

成
人
式
等
開
催
支
援
金
、
③
出
産
・
子

育
て
応
援
事
業
の
目
的
は
。

医
療
の
発
達
に
よ
り
働
き
方
の
工
夫
次

第
で
障
が
い
者
・
難
病
者
の
就
労
の
可

能
性
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
採
用
方

法
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
か
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
静
岡
工
区
に
関
す

る
大
井
川
流
域
の
10
市
町
に
あ
て
た
市

民
団
体
か
ら
の
質
問
書
に
焼
津
市
だ
け

が
文
書
で
の
回
答
は
控
え
た
い
と
の
こ

第
二
の
成
人
式
等
開
催
支
援
金
事
業
の

詳
細
は
。

障
害
福
祉
計
画
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
か
。

①
子
育
て
世
帯
移
住
定
住
応
援
、
②
産

業
立
地
促
進
の
各
事
業
効
果
は
。

市
独
自
の
妊
産
婦
支
援
事
業
は
。

今
後
の
中
長
期
的
な
取
り
組
み
は
。

人
口
の
社
会
増
減
に
つ
い
て
令
和
４
年

は
県
内
で
最
も
多
い
３
２
６
人
の
転
入

超
過
。
自
然
増
減
は
平
成
19

年
ま
で
増

で
あ
っ
た
が
、
以
降
は
自
然
減
。

①
多
く
の
専
門
職
員
を
配
し
、
児
童
福

祉
と
母
子
保
健
の
相
談
支
援
を
、
同
じ

場
所
で
一
体
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
る
先
進
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
②

コ
ロ
ナ
で
減
少
し
た
交
流
の
機
会
創
出
、

若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
や
二
拠
点
居
住
を
促

進
す
る
た
め
に
支
援
金
事
業
を
創
出
す

る
。
③
妊
婦
や
子
育
て
世
帯
の
相
談
に

応
じ
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走
型
支

援
体
制
の
充
実
を
図
り
、
妊
娠
届
け
時

と
出
生
届
け
後
に
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト

５
万
円
を
支
給
す
る
。

合
理
的
配
慮
が
さ
れ
る
よ
う
、
事
前
に

受
験
に
対
す
る
配
慮
事
項
を
確
認
し
て

い
る
。
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

採
用
に
は
選
考
の
と
き
に
職
場
見
学
の

機
会
を
設
け
て
い
る
。

25

〜
35

歳
の
市
民
が
開
催
す
る
同
窓
会

で
最
大
20

万
円
、
10

人
以
上
の
同
級
会

で
最
大
５
万
円
を
補
助
す
る
。

令
和
５
年
度
末
ま
で
に
策
定
す
る
。

当
事
者
参
加
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
障
害
者
自
立
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
協
議
を
予
定
し

て
い
る
。
障
が
い
者
や
難
病
者
の
多
様

な
働
き
方
に
つ
い
て
は
障
害
者
福
祉
計

画
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

①
移
住
定
住
の
促
進
や
、
土
地
区
画
整

理
事
業
の
一
般
保
留
地
販
売
・
中
古
住

宅
の
流
通
促
進
へ
の
寄
与
。
②
企
業
誘

致
を
促
進
す
る
こ
と
で
産
業
の
活
性
化 

・
雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ
る
。

真
摯
な
対
話
を
し
て
い
き
た
く
、
市
の

考
え
方
を
説
明
す
る
場
を
設
け
て
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
で
回
答
し
た
つ
も
り

で
い
た
。
市
民
や
団
体
の
皆
様
と
し
っ

か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と

こ
ろ
は
非
常
に
大
事
な
の
で
、
引
き
続

き
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

妊
産
婦
特
定
医
療
費
助
成
事
業
で
、
妊

娠
期
に
起
こ
り
や
す
い
特
定
５
疾
病
に

対
し
、
高
額
療
養
費
等
の
補
填
分
を
除

く
自
己
負
担
額
全
額
を
助
成
す
る
。

子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
に
加
え
、

社
会
情
勢
に
応
じ
た
対
策
を
講
じ
る
。

焼
津
市
の
人
口
減
少
・
少
子
化
対
策

障
が
い
者
・
難
病
者
の

社
会
参
加
を
す
す
め
る
た
め
に

河
か わ い

合一
かず　や

也
（凌雲の会）

秋
あき

山
やま

博
ひろ

子
こ

（無会派）

市
民
・
市
民
団
体
か
ら
の
質
問
や

要
望
に
誠
実
な
対
応
を

旧アトレ庁舎に８月設置予定のこども家庭セン

ターを構成するこども相談センターの入口ロビー

静岡工区の地質縦断図

（静岡県HPから）

と
だ
っ
た
。
真
摯
に
対
応
し
て
い
く
、

対
話
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
は
表
し
て

ほ
し
い
。
今
後
こ
う
し
た
団
体
等
か
ら

の
要
望
等
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
。
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荒
祭
や
地
域
の
お
祭
り
を
市
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
形

が
あ
る
か
伺
う
。

今
後
自
転
車
乗
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
取
得
費

の
補
助
を
検
討
し
て
い
く
の
か
。

完
成
済
み
の
階
段
に
手
す
り
の
改
善
を

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

同
広
場
の
自
噴
井
戸
を
流
水
施
設
と
し

て
整
備
を
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

津
波
避
難
タ
ワ
ー
に
備
蓄
品
や
資
機
材

の
収
納
設
備
の
整
備
の
進
め
方
は
。

大
井
川
防
災
広
場
整
備
に
つ
い
て
、
平

常
時
の
利
用
の
た
め
市
民
の
憩
え
る
場

所
を
提
供
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
か
。

２
０
２
２
年
の
１
年
間
の
焼
津
市
へ
の

転
入
者
は
、
３
２
６
名
で
増
加
傾
向
に

あ
る
。
本
市
が
捉
え
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
実
績
を
伺
う
。

潮
風
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
の
整
備
に
つ

い
て
、
海
側
と
陸
側
に
手
す
り
つ
き
の

ス
ロ
ー
プ
と
す
る
こ
と
で
、
誰
で
も
潮

風
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
に
上
が
っ
て
散

策
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
よ

う
な
考
え
は
あ
る
か
。

市
民
の
暮
ら
し
の
動
線
上
に
あ
る
駅
や

ス
ー
パ
ー
に
、
期
日
前
投
票
所
の
場
所

を
増
や
す
な
ど
、
投
票
所
の
人
員
の
確

保
や
場
所
の
確
保
、
予
算
を
増
や
し
て

こ
の
問
題
に
本
気
で
取
り
組
む
べ
き
だ

と
感
じ
る
が
、
ど
う
か
。

文
化
財
の
保
存
や
継
承
、
活
用
な
ど
の

具
体
策
と
し
て
、
焼
津
市
文
化
財
保
存

活
用
地
域
計
画
を
策
定
し
、
昨
年
12

月

に
国
の
認
定
を
受
け
た
。
本
計
画
を
進

め
て
い
く
中
で
、
関
係
者
の
皆
様
と
と

も
に
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

自
転
車
乗
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
補
助

は
現
時
点
で
は
計
画
し
て
い
な
い
が
、

自
転
車
利
用
が
多
い
学
生
や
高
齢
者
な

ど
の
被
害
軽
減
の
方
策
を
研
究
し
て
い

く
。

完
成
済
み
の
階
段
へ
の
手
す
り
設
置
は

利
用
状
況
な
ど
を
勘
案
し
、
今
後
必
要

性
を
検
討
し
て
い
く
。

自
噴
井
戸
の
活
用
は「
せ
せ
ら
ぎ
水
路
」

を
計
画
し
て
い
る
。

静
岡
県
の
交
付
金
制
度
を
活
用
し
、
収

納
設
備
の
つ
い
た
防
災
ベ
ン
チ
の
整
備

を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

吉
永
放
水
路
近
く
に
、
海
岸
へ
上
り
下

り
用
の
階
段
１
基
と
、
潮
風
グ
リ
ー
ン

ウ
ォ
ー
ク
と
ア
ク
セ
ス
す
る
ス
ロ
ー
プ

一
か
所
を
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

移
住
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
都
内
移
住
フ
ェ

ア
等
に
出
展
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

よ
る
現
地
案
内
、
移
住
者
に
寄
り
添
い
、

地
域
と
の
橋
渡
し
役
や
隊
員
の
個
性
を

活
か
し
た
活
動
、
そ
し
て
市
民
リ
ポ
ー

タ
ー
組
織
と
協
働
し
、
移
住
定
住
総
合

支
援
サ
イ
ト
・
や
い
づ
ラ
イ
フ
の
内
容

を
充
実
さ
せ
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で

本
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
し
て
き

た
。

同
広
場
で
は
ボ
ー
ル
遊
び
や
園
路
を
活

用
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
に
利
用
さ

れ
て
お
り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅
広

く
利
用
で
き
る
多
目
的
広
場
が
完
成
予

定
で
あ
る
。

期
日
前
投
票
所
は
現
在
市
内
３
か
所
あ

る
。
本
市
の
面
積
や
人
口
分
布
か
ら
妥

当
な
数
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
増
設
す

る
予
定
は
な
い
。

観
光
振
興
の
資
源
と
な
る
荒
祭
や

地
域
の
お
祭
り
の
後
押
し
を

と
も
に
支
え
合
い
豊
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
政
策

石
いし

原
はら

孝
たか

之
ゆき

（無会派）

吉
よし

田
だ

昇
しょう

一
いち

（凌雲の会）

市
議
選
投
票
率
が
過
去
最
低
の
結

果
を
受
け
、
今
後
の
取
り
組
み
を

焼
津
市
へ
の
転
入
者
が
増
加
の
理
由

焼津神社大祭

荒祭の活気ある様子

防潮堤と盛土（利右衛門浜）
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地
域
が
主
体
と
な
る
交
流
の
場
の
創
設

支
援
に
つ
い
て
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
る
が
、

そ
の
仕
様
検
討
は
各
課
の
職
員
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
を
検
討
す
る
職
員
に
対
す

る
教
育
や
ル
ー
ル
の
策
定
に
関
す
る
市

の
考
え
は
。

選
挙
公
報
は
新
聞
折
込
で
あ
っ
た
が
、

新
聞
未
購
読
世
帯
へ
の
配
布
方
法
は
。

選
挙
公
報
の
一
人
当
た
り
サ
イ
ズ
を
せ

め
て
Ａ
５
程
度
に
で
き
な
い
か
。

全
戸
配
布
の
た
め
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の

よ
う
な
民
間
サ
ー
ビ
ス
検
討
は
。

全
戸
配
布
を
前
提
と
し
て
い
る
か
。

職
員
に
対
す
る
今
後
の
教
育
は
。

昨
年
12
月
20
日
ス
タ
ー
ト
の
焼
津
市
公

共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
は
体
育
施
設
・

公
民
館
・
小
中
学
校
の
体
育
館
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
予
約
・
申
込
す
る
目
的
だ
が
、

市
民
に
と
っ
て
利
便
性
が
向
上
し
て
い

な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
意
見
や
要
望
は
寄
せ
ら
れ
て
い

る
か
。

公
会
堂
等
の
維
持
管
理
や
利
用
に
関
す

る
調
査
を
行
い
、
地
域
の
居
場
所
と
し

て
の
活
用
方
法
を
研
究
し
て
欲
し
い
が

ど
う
か
。

市
民
対
応
で
の
苦
情
、
ト
ラ
ブ
ル
に
対

す
る
問
題
点
は
庁
内
で
共
有
し
、
改
善

が
さ
れ
て
い
る
か
。

居
場
所
づ
く
り
推
進
員
の
育
成
、
通
い

の
場
の
運
営
費
補
助
な
ど
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
気
軽
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
焼
津
こ
ろ
ば
ん
体
操
の

普
及
啓
発
を
し
た
り
、
住
民
が
集
ま
る

場
に
、
運
動
・
口
腔
・
栄
養
の
専
門
職

を
派
遣
し
、
健
康
や
介
護
予
防
に
関
す

る
学
び
や
体
験
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
よ
う
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

焼
津
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
お
い
て
常
に

利
用
者
目
線
や
業
務
効
率
化
の
意
識
を

持
ち
、
手
続
き
全
体
を
見
直
す
事
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

現
状
、
研
修
は
多
く
な
い
の
で
検
討
す

る
。

広
報
や
い
づ
郵
送
世
帯
へ
の
送
付
と
市

役
所
・
公
民
館
な
ど
へ
の
配
架
。

他
市
の
選
挙
公
報
を
参
考
に
、
適
切
な

サ
イ
ズ
を
研
究
し
て
い
る
。

前
提
に
は
し
て
い
な
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
検
討
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
昼
夜
を
問
わ

ず
ど
こ
で
も
行
え
、
大
変
便
利
に
な
っ

た
こ
と
や
、
使
用
料
の
支
払
い
方
法
な

ど
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

居
場
所
づ
く
り
推
進
員
た
ち
が
、
地
元

で
の
居
場
所
づ
く
り
の
場
と
し
て
公
会

堂
等
を
検
討
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
と

思
う
。
ま
た
、
地
域
の
活
動
拠
点
と
し

て
の
公
会
堂
の
修
繕
等
は
、
助
成
と
い

う
形
で
支
援
し
て
い
き
た
い
。

内
容
に
応
じ
て
所
属
長
か
ら
職
員
に
情

報
共
有
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
傾
聴
力
、

相
手
に
寄
り
添
っ
た
応
対
ス
キ
ル
の
向

上
を
図
る
研
修
の
実
施
や
、
各
職
場
に

お
け
る
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
再
確
認
と

接
遇
の
点
検
を
実
施
し
、
さ
ら
な
る
質

の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

す
こ
や
か
長
寿
社
会
の推

進
の
た
め
に

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

岡
おか

田
だ

光
みつ

正
まさ

（無会派）

藤
ふじ

岡
おか

雅
まさ

哉
や

（無会派）

居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に
も

公
会
堂
等
建
設
補
助
事
業
を

市
民
対
応
の
更
な
る
改
善
を
願
う

市
議
会
選
挙
投
票
率
低
下
対
策

投票の様子（イメージ）
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原
発
問
題
に
お
け
る
政
府
の
「
福
島
原

発
事
故
へ
の
反
省
な
き
原
発
回
帰
」
方

針
へ
の
認
識
は
。

環
境
に
大
き
く
影
響
す
る
残
土
に
つ
い

て
、
そ
の
最
終
処
分
場
を
把
握
し
て
い

る
か
。

原
発
再
稼
働
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
実
現
や
使
用
済
核
燃
料
と
自
然
環
境

を
守
る
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
。

国
内
で
多
量
使
用
さ
れ
て
い
る
除
草
剤

は
、
国
際
が
ん
研
究
機
関
か
ら
発
が
ん

性
の
懸
念
が
あ
る
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

米
の
産
地
と
栽
培
方
法
は
。

近
年
、
小
麦
の
た
ん
ぱ
く
質
グ
ル
テ
ン

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
ほ
と
ん

ど
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。
パ
ン
や
麺
、

そ
の
他
全
般
に
使
わ
れ
て
い
る
小
麦
粉

の
生
産
国
は
ど
こ
か
。

再
編
が
検
討
中
の
、
現
在
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

小
麦
の
品
種
改
良
が
行
わ
れ
た
結
果
、

生
産
性
は
10
倍
に
な
っ
た
も
の
の
、
グ

ル
テ
ン
の
量
も
40
倍
近
く
に
な
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
米
粉
に
は
グ
ル

テ
ン
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
成
長
期
の

子
供
た
ち
に
安
心
安
全
な
給
食
を
提
供

す
る
た
め
に
小
麦
粉
の
代
わ
り
に
米
粉

を
使
え
な
い
か
。

電
気
料
金
を
抑
え
る
た
め
に
原
発
の
再

稼
働
が
必
要
と
考
え
る
か
。

河
川
清
掃
、
草
刈
り
の
管
理
に
つ
い
て

高
齢
化
で
地
域
で
の
河
川
清
掃
や
草
刈

農
地
の
確
保
と
自
然
環
境
を
守
る
こ
と

に
お
い
て
、
有
機
農
業
の
大
切
さ
の
認

識
は
。

Ｓ
Ｉ
Ｃ
周
辺
ま
ち
づ
く
り
で
の
優
良
農

地
活
用
と
大
切
さ
の
認
識
は
。

静
岡
の
Ｓ
Ｉ
Ｃ
周
辺
視
察
の
目
的
は

国
の
政
策
で
あ
り
、
国
に
お
い
て
議
論

さ
れ
て
い
く
も
の
で
、
そ
の
決
定
に

従
っ
て
自
治
体
と
し
て
対
応
を
取
っ
て

い
く
。

取
扱
基
準
を
定
め
、
再
生
資
源
と
し
て

の
活
用
を
推
進
、
発
生
土
の
搬
出
場
所

を
明
示
、
中
間
処
理
業
者
で
あ
れ
ば
県

な
ど
が
定
め
る
盛
土
材
の
基
準
に
適
合

し
て
い
る
か
確
認
す
る
。

原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
国
で
議
論

さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
お

お
い
が
わ
か
ら
、
慣
行
農
法
で
栽
培
さ

れ
た
焼
津
産
米
を
１
０
０
％
確
保
し
、

給
食
で
提
供
し
て
い
る
。

パ
ン
は
全
て
国
産
小
麦
で
あ
り
、
麺
に

つ
い
て
は
国
産
小
麦
と
安
全
性
が
確
認

さ
れ
た
北
米
産
や
豪
州
産
を
混
合
し
使

用
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
に
策
定
さ
れ
た
焼
津
市
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
再
編
方
針
に
基
づ
い

て
進
め
て
お
り
、
現
在
、
候
補
地
や
事

業
手
法
の
調
査
、
研
究
、
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

こ
こ
で
議
論
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

１
０
０
％
米
粉
パ
ン
を
導
入
す
る
場
合
、

小
麦
の
パ
ン
と
同
じ
ラ
イ
ン
で
現
在
の

設
備
で
は
製
造
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

１
０
０
％
米
粉
パ
ン
の
提
供
は
難
し
い
。

雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
す
る
機
能
を
も

ち
、
有
機
農
業
は
持
続
的
発
展
と
環
境

負
荷
低
減
を
図
る
効
果
は
あ
る
。

今
年
度
、
自
治
会
か
ら
の
要
望
は
42

件
、

情
報
交
換
を
図
り
優
先
順
位
を
決
め
、

計
画
的
に
対
応
し
て
い
る
。

準
備
組
合
で
必
要
な
機
能
等
検
討
。
優

良
農
地
は
重
要
な
資
源
の
一
つ
。

準
備
組
合
役
員
の
要
望
で
行
っ
た
。

焼
津
市
の
自
然
環
境
を
守
り

次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と

学
校
給
食
の
食
材
に
つ
い
て
伺
う

杉
すぎ

田
た

源
げん

太
た

郎
ろう

（日本共産党市議会議員団）

鈴
すず

木
き

まゆみ
（無会派）

給
食
セ
ン
タ
ー
の
再
編

東名高速道路とつつじ平団地間

約27ヘクタールの優良農地

り
が
で
き
な
い
自
治
会
と
の
情
報
交
換

は
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

本市の学校給食
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